
私たち農林中央金庫の仕事は、
ある日突然、世界を大きく変えるようなものではない。

なぜなら私たちが向き合う農林水産業とは、
自然を相手にし、一朝一夕に変化や成果を生み出すものではないから。
モノをつくるのではなく、「いのち」を生み、育て、繋いでいくものだから。

だからこそ私たちは、世界の金融市場で安定した利益をあげるという挑戦を続け、
規模の大小を問わず、地域と農林水産業を守る人々に尽くす金融機関として生きてきた。
そうして、100年の歴史を重ねてきた。

しかしこれからは、それだけでは十分とはいえない。
農林水産業が、時代の変化をとらえ発展し続ける産業になるためには、
私たちは、これまで以上の役割を果さなければならない。

金融の知見を活かしながら、いままでの機能や範囲を超えた新たな貢献へ。
現場の課題の解決に、身をもって真摯に挑んでいく。
生産者はもちろん加工や流通、そして消費者と向き合い、その声に応えていく。

農林水産業から生まれる「いのち」は、
その先に連なるたくさんの「いのち」の営みに繋がっている。

いまこそ、私たち一人ひとりが、持てるすべてを発揮する時。
未来へと受け継がれるこの「いのち」の連鎖を、
より豊かで確かなものにするために。
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本誌では、農業協同組合をJA（農
協）またはJA、漁業協同組合をJF

（漁協）またはJF、森林組合を
JForest（森組）またはJForestと
それぞれ記載しています。

本誌には、当金庫の2025年9月
末時点における財務状況および
業績に関する実績値のほか、当
金庫に関連する予想、見込み、見
通し、計画、目標などの将来に関
する記述が含まれています。こ
れらの記述は、本誌の作成時点
において当金庫が入手している
情報に基づく予測等を基礎とし
ています。また、これらの記述は、
一定の前提（仮定）のもとになさ
れており、これらの記述または
前提（仮定）が、客観的には不正
確である、または将来実現しな
い可能性があります。当金庫は、
これらの記述に対する更新の義
務を負いません。
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